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  立花 美緒 

 本論文は「デンマークの学校建築におけるコモンコアの空間・機能構成と利活用」と題し、以下の６章から構成されて

いる。 

 第１章「序論」では、研究の背景、目的と意義、研究の資料と方法、従来の研究との関係、論文の構成と概要について

述べている。生涯に渡って社会生活を送る力を育む教育を支える学習環境の 1 つとして、児童生徒の活動やコミュニケー

ションの場となる屋内広場のような共用空間であるコモンコアが、実際に積極的な市民性を育む場として提案されている

ことに着目し、1930 年代から継続的にコモンコアを有するデンマークの小中学校及び高等学校を研究対象とし、デンマー

クとその周辺国、日本におけるコモンコアの変遷も概観しながら、主に面積的及びプログラム的な問題に着眼した空間構

成と機能構成、利活用を分析することによってコモンコアの計画的な意義を明らかにするという本論文の目的を述べてい

る。 

 第２章「小中学校におけるコモンコアの構成と利活用」では、小中学校のコモンコアについて、空間と機能の構成と教

員からみた利活用について検討している。その結果、規模が小さい校舎は室とコモンコアが直接接続している一方で規模

が大きくなるとクラスターが設けられていることや、コモンコアは兼用や隣接している機能やコーナーによって場の性格

付けがなされており、特に図書機能や講堂機能と関連づけられていること、機能の兼用によって床面積は過大になること

が防がれているといった空間と機能の構成の特徴と、さらにコモンコアは児童生徒が自律的な学びや活動、社会的な場の

使い方等を段階的に習得していく成長の場であることや、見通しが良い環境について、管理だけでなく、児童生徒が居合

わせ影響し合うという教育的観点において教員から肯定的に捉えられているといった利活用の特徴を明らかにしている。 

 第３章「高等学校におけるコモンコアの構成と利活用」では、普通科高等学校のコモンコアについて、空間と機能の構

成について検討し、教員からみた利用状況と、滞留活動、領域、物的要素の関係から利活用について考察している。その

結果、一定の規模を有する事例でも校舎のフットプリントを小さくして断面方向に積み、室とコモンコアを直接接続させ

て面積効率を高めている事例が存在することや、機能としては講堂機能や食堂機能と特に関連づけられていること、コモ

ンコアは生徒や教員の交流や、生徒が企画、運営するイベント等の主体的な活動を支えるフレキシブルな場として教員か

ら重視されていること、授業のグループワークや自習について、主空間から外れた比較的小さい囲われた領域を生徒が選

択しているといった構成と利活用の特徴を明らかにしている。 

 第４章「小中学校と高等学校のコモンコアにおける共通性と差異」では、第２章と第３章で得られた知見をもとに、小

中学校と高等学校の空間構成と機能構成、教員から見たコモンコアの利活用について比較検討している。小中学校、高等

学校ともに、生徒 1 人あたりの校舎面積は日本の校舎と比較しても妥当な範囲にあることや、コモンコアを内包する学校

と地域施設は、双方向の柔軟な利用がなされているといった共通性と、小中学校は図書と講堂を中心とした機能が重ね合

わされた学習と学校が主導するプログラムのための場としての性格をもち、自律的な学びや活動、社会的な場の使い方等

を、段階的に習得していくための成長の場である一方で、高等学校では主に講堂と食堂の機能が重ね合わされ、生徒の主

体的な活動を支える実践の場としての性質を有しているといった差異を明らかにしている。 

 第５章「コモンコアと連携する授業活動とセッティングのシステム」では、前章までに取り上げたコモンコアの利活用

のうち、コモンコアと連携している授業活動とその使用場所の関係を検討し、コモンコアの実態とその役割について検証

している。空間の大きさの種類の豊富さや児童生徒が学ぶオープンスペースが多くあることが教員の施設に対する満足感

につながっていることや、グループワークや小プロジェクトで利用されていることから、コモンコアが主体的、協働的な

学びを支える一助となっていることを明らかにしている。 

 第６章「結論」では、前章までに得られた結果をまとめ、本研究の成果を総括している。 

備考：論文要旨は、和文2000字と英文300語を1部ずつ提出するか、もしくは英文800語を1部提出してください。 
Note: Dissertation summaries must be written in either of the following formats: (A) both in Japanese (approx. 2000 characters) and in English 
(approx. 300 words), or (B) in English (approx. 800 words). 
注意：論文要旨は、東工大リサーチリポジトリ（T2R2）にてインターネット公表されますので、公表可能な範囲の内容で作成してください。 
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confidential under certain circumstances. 
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This study, entitled "Spatial, Functional Composition and Utilization of Common Cores in Danish School 

Architecture," consists of six chapters. 

Chapter 1 describes the background, purpose, value, originality, and methodology of the study. This study 

focuses on the common core, the internal square in school, as one of the learning environments that support the 

development of students’ social competence and active citizenship. This paper aims to clarify the planning 

significance of common cores by analyzing spatial, functional composition and utilization of those in Denmark, 

whose school system is based on an ideal of active citizenship and where school squares have been designed 

continuously since the 1930s. The transition of common cores in Denmark, its neighboring countries, and Japan 

is also overviewed. 

Chapter 2 examines the spatial, functional composition, and utilization of common cores in primary and lower 

secondary public schools, Folkeskoler. Common cores are found to be characterized by the functions and 

corners encompassing or adjacent to them, particularly associated with library and auditorium functions. 

Common cores serving plural functions prevent total floor area from being excessive. Teachers consider them 

places for pupils to develop autonomy and to learn behavior in the social space step-by-step. 

Chapter 3 examines the spatial, functional composition, and utilization of common cores in general upper 

secondary schools, Gymnasier. Common cores are particularly associated with auditorium and canteen 

functions. Teachers consider them flexible spaces for interactions, events, and students' autonomous actions 

importantly. 

Chapter 4 examines commonalities and differences in common cores of primary and lower secondary schools 

and upper secondary schools, based on the findings in Chapters 2 and 3. 

Chapter 5 focuses on lesson activities and systems of settings in light of the utilization of common cores 

discussed in the previous chapters and examines the actual status of common cores and their role. The variety of 

space sizes and ample open spaces for students to learn lead to teachers' content with facilities. Common cores 

are used for group work and small projects. It indicates that the common core supports collaborative and multi-

disciplinary learning. 

Chapter 6, "Conclusion," summarizes the results obtained up to the previous chapters and summarizes the 

findings of this thesis. 
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